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【お申込み～実施までの流れ】

後援／神奈川県教育委員会　　　発行／かなテラス（神奈川県立かながわ男女共同参画センター）

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/x2t/3dai_kiduki.html かなテラス  ３大気づき

お申込み方法、実施報告、講座の詳細はかなテラスＨＰをご覧ください

まずはメール又は電話でお気軽にお問い合わせください

かなテラス（神奈川県立かながわ男女共同参画センター）
〒251-0025  藤沢市鵠沼石上２－７－１  県藤沢合同庁舎２階
電話 ０４６６-２７-２１１５ FAX ０４６６-２５-６４９９
メール sankaku@pref.kanagawa.lg.jp

問合せ先

Step1
かなテラスＨＰで申込み用紙をダウンロード
電子申請・メール・ＦＡＸのいずれかでお申込み
※実施希望日の３か月前までを目安にお申込みください。
※多数のお申込みをいただいた場合、受付を終了することがあります。

Step2 講座の詳細や、用意するものについて打合せ
（メール、電話、オンラインミーティング等で対応いたします。）

Step3
▶プロジェクターやスクリーン等の準備をお願いいたします。
▶講座を実施します。
▶実施後のアンケートをかなテラス職員にご提出いただき、終了です。

■講座について、かなテラス職員が担当の先生にご要望をヒアリング
■ご希望の日程・内容に合わせて、かなテラスが講師を手配

■実施当日　かなテラス職員が講師と一緒に学校に伺います。

かなテラス（神奈川県立かながわ男女共同参画センター）では、
中学生、高校生に身近なテーマ（メディア、人間関係、将来）を通して、
考えるヒントや気づきが得られる３つの出前講座をご用意しています。

と
は

「ジェンダー平等×ミライガイダンス」

様々な分野で働く人の体験談から学び、
自分らしい働き方や、やりたいことをみつける3

「ジェンダー平等×メディアリテラシー講座」

メディアを読み解き、メディアとの付き合い方を見直し、
性別にとらわれない、多様性を考える1

「デートＤＶ防止啓発講座」

デートＤＶ（交際相手からの暴力）について知り、被害者にも加害者にもならないために、
お互いを尊重するコミュニケーションを学ぶ2



デートＤＶ防止啓発講座 ジェンダー平等×ミライガイダンス

ジェンダー平等×メディアリテラシー講座
　私たちは、何気なく目にしているメディア(テレビ、新聞、インターネット等)から、無意識のうちに情報を蓄積し、
それを当然のこととして生活の中に取り込んでしまっていることがあります。その情報を少し立ち止まって考え、
読み解き、使いこなす能力（メディアリテラシー）を養います。本講座では、メディアが発信する情報をジェンダー平等
の観点から読み解き、「男らしさ」「女らしさ」にとらわれず、自分らしい生き方について考えます。

　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は、結婚している夫婦等の間だけで起こるのではなく、中高生の恋人
同士の間でも起こります。恋人同士の間で起こる暴力のことを「デートＤＶ」といい、身体的暴力だけでなく、
相手に対して傷つく言葉を言ったり、無視をしたり、行動の制限や裸の画像を撮ることなども含まれます。
身近にありそうな恋人同士の会話を題材として、デートＤＶについてワークショップや映像を通して学び、
「デートＤＶが身近に起こった場合の対応方法」や、「悩んで
いる友達に対して自分にできること」などを考えます。

　中学生・高校生がイメージしにくい、理工系分野で活躍する
女性技術者・研究者や、育休取得経験のある男性など、様々な
職場において色々な働き方をしている方を講師として招き、学生
時代の過ごし方や進路選択の決め手、仕事・研究内容等を紹介
します。文系理系、性別に関係なく、好きなこと・やりたいこと
を見つけ、自分らしい生き方を考える気づきやきっかけを提供
する講座です。

性別、肌の色などは関係なく、自分の判断で
自分らしく生きていけばよいのだと、改めて思うことができました。

女性と男性の格差やLGBTQなどについて、
資料や動画を交えて学習することで、
具体的なイメージを持ちながら勉強することができてよかったです。

デートＤＶ防止啓発冊子 「ちょーカンタンデートDVの基礎知識」
制作　認定NPO法人エンパワメントかながわ
発行　かなテラス（神奈川県立かながわ男女共同参画センター）

▶毎年、神奈川県内の高校等１年生に配布しています。
　冊子の内容は、かなテラスのＨＰでもご覧いただけます。

〇参加者の声

お互いに好きだから何でもしてよいのではなくて、
好きだからこそ気を付けたいです。

デートDVをする人の気持ちと、される人の気持ち、
どちらも考えることでより深く理解できたと思いました。

高校時代にどんなことをしたか、
アドバイスをもらえて、文系理系にかかわらず、
自分が進路選択する上でとても参考になりました。

スクリーンを使って細かく具体的に説明されていて、
とても分かりやすかったです。
私はこの講演で職業に対する興味が湧いてきました。

1

2 3

①メディアの役割と影響　　　　　　　
②メディアの情報を読み解く（広告やテレビＣＭ等を教材として使用します）
③男女共同参画社会、豊かな社会とは　
④発信者としての注意　など

≪講義の主な内容≫

①人権、暴力について　
②デートＤＶとは（デートＤＶでみられる暴力の種類と特徴）
③デートＤＶについて相談できる窓口の情報　
④対等な人間関係とは　　など

≪講義の主な内容≫

〇参加者の声

①大学での勉強や研究内容、仕事の紹介
②中学校、高校での学びと研究、仕事のつながり
③ワーク・ライフ・バランスについて
④自分らしい生き方を考えるヒント　など

≪講義の主な内容≫

デートDVはしてはならないことだけど、
気付かないうちにしてしまっていることもあると知ったので、
もう一度自分の行動などを見直そうと思います。

〇参加者の声

映画
楽しかったね

うん、
楽しかったね

着信？




